
微分積分 2演習 補足（担当：佐藤 弘康） 2009 年度前期

問題 0.5 (2)¶ ³
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xが 0から π/2まで動くとき，tは 0から 1まで動くから∫ π/2
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対数の中の有理化の仕方によって，上の値は
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と書ける（どれも値が等しいことを確かめよ）．


